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1. 背景 

半導体製造プロセスにおいて温度制御は、製品の品

質や生産性を左右する非常に重要な要素であるため、

常にクリーンルーム内の温度が一定に保たれるよう

管理されている。現在のクリーンルームの室内温度

の管理方法は、ある一点で温度変化を検知するとク

リーンルームのすべてのファンの風量を同量で変更

し、温度を調節するという方法である。この方法で

は、温度変化が起きていない箇所の温度まで変化さ

せてしまう可能性がある。対策として、すべてのフ

ァンの風量を変更するのではなく、温度変化が起

きた点に関与しているファンのみ風量の調整を

行うことで不必要な温度変化を起こさず管理が

可能になる。 

2. 原理・実験方法 

制御点のみ温度を変更する方法として、行列式を用

いた方法を Fig.1 に示す。下図の行列式のΔF を求

めることで適切な風量を得ることができる。適切な

風量はⅠ～Ⅶの手順によって算出することができる。 

今回はシミュレーションによって風量の算出を行う。 

 

 

Fig.1 Procedure for calculating air volume 

 

3. 結果考察 

横軸にⅥで設定したΔtをとり、縦軸にそのΔtから

算出した風速を適用したシミュレーションによって

得られたΔT(基準との温度差)をとったグラフを図

2(Timestep3000)、図3(Timestep6000)に示す。 

 

Fig.2 Simulation result (Timestep3000)

 

Fig.3 Simulation result (Timestep6000) 

この結果から計算時間が足りない場合、温度変化を

起こすことができないことが分かる。 

4. まとめ 

本研究ではファンの変風量制御によって温度制

御の必要な点のみを適切な温度に調整する方法

を提案し、その手法を用いたシミュレーションの

結果を述べた。シミュレーションの結果、所望の

温度変化を確認できていないが、計算時間の改善

やメッシュ数を増加させることで所望の温度変

化が可能であると考えられる。 
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